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平成 21 年７月 31 日 

各  位 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

当社プロジェクトが戦略的基盤技術高度化支援事業に採択 

― 高速・高分解能で製品のばらつきに強い外観検査技術の開発 ―  

 

当社が次世代製品向けの開発テーマとして掲げている「高速・高分解能で製品のばらつきに強い外

観検査技術の開発」プロジェクトが、平成 21 年度戦略的基盤技術高度化支援事業（主催：経済産業省）

に採択され、本日、7月 31 日に同省より公表されましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

本戦略的基盤技術高度化支援事業とは、経済産業省関連の新しい中小企業向け施策としての新規サ

ポーティングインダストリー事業（略して「サポイン」）であり、研究開発を行う企業等を支援する

制度で、今年度は全国で44件、うち東北からは当社を含め３件が採択されました。 

当該制度の主な支援内容としては、融資限度額の拡大や特許化に係る特例措置等がありますが、当

社の場合３年の研究期間が認定対象となっており、初年度は45百万円以内、次年度が初年度の２／３

以内、３年度目が初年度の１／２以内の契約額の支援を受けることができます。 

 

当プロジェクトは、当社の高性能画像処理システムの性能を大幅に強化する機能として、 

① ワークの変形や多層構造のワークの層ずれに対応できる高精度検査技術の確立   

② カラー画像処理において一般的なＲＧＢ(注1)処理ではなくＨＳＶ（注2）変換を用いた高感度カラ  

ー画像処理技術及びＨＳＶ成分を用いた変形に対応できる変色検査技術の開発 

③ 統計処理を用い簡便な操作で欠陥の分類やベリファイ（注3）を自動で行なう自動欠陥分類技術の 

開発 

④ 上記項目を盛り込んだ超高速かつ低コストな画像処理エンジンの構築（従来比２～4倍の検査速度） 

 の４つを開発テーマとして掲げています。 

それぞれのテーマは、当社が以前から独自に研究開発に取り組み、既に一定の成果を積み重ねてき

ており、今回、当社の技術レベルと実現可能性、さらには事業化に向けての企画及び産業界への波及

効果を総合的に評価され採択に至りました。 

また、今年６月にリリースしました基板ＡＯＩ「ＳＸシリーズ」は高精度なパターン検査（中間検

査）をターゲットにしているのに対し、今回のテーマは最終外観検査やインライン検査を想定して

おり相互に補完関係にあるため、当社の事業領域の拡大につながる、非常に広範な分野をカバーで

きるようになります。 
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 具体的に応用可能な分野は以下のとおりです。 
◇ 薄膜太陽電池やリチウムイオン電池等の高機能材料の超高感度、高速インライン検査（最終外観 
検査） 

◇ 超高密度基板やＩＣパッケージ、ＭＥＭＳや半導体ウエハ等の超高感度、超高速検査（最終外観 
検査） 

◇ 連続的にレーザ等でパターン形成されている高機能複合材料のインライン検査 
◇ 超高速、超高感度、不感帯なしの高機能印刷検査 
◇ 高機能ガラス、樹脂、金属薄などのインライン超高速検査 
◇ 血球、細胞、ＤＮＡなどの高速同定装置 
     
 これらのテーマは自動外観検査としては先進的なテーマであり、個々のテーマのいずれも産業界に

与えるインパクトは大きく、当社の発展に大きく寄与できる見込みです。 
 
また、冒頭に記載のとおり当該支援制度は当社の場合、３年間の研究期間が認定対象となっており

ますが、当プロジェクトの４つのテーマの一部については初年度から成果を盛り込むことができるも

のもあり、今年度後半から成果を盛り込んだ製品を順次投入予定であります。 
なお、業績への影響は分かり次第開示いたします。 
                                         以上 

 
 
 
（注 1） ＲＧＢ    光の３原色（赤、緑、青） 

（注 2） ＨＳＶ    画像の色は一般に RGB 値で表されますが、人間の感覚に近いのは、「色相」「彩度」 

「明度」を用いる HSV 表色系です。画像の色の補正に HSV を用います。 

（注 3） ベリファイ  検査の結果、検出した欠陥が真性の欠陥かゴミなどの擬似欠陥かを確認すること。 

 


